平成２７年度第２回八尾市生涯学習センター学習プラザ運営審議会
日時：平成２8年３月１５日（火）　午前１０時００分から
場所：八尾市立青少年センター４階 会議室
出席委員（名簿順）

植野委員、正田委員、西寺委員、村尾委員、大西委員、中西委員
欠席委員

久委員、西村委員、堀委員、高橋委員、森田委員、
事務局(八尾市教育委員会)

浦上教育長、松岡生涯学習部長、杉島生涯学習スポーツ課長、奥保生涯学習スポーツ課長補佐

指定管理者{(公財)八尾市文化振興事業団}

今仲業務執行理事兼事務局長兼生涯学習センター長、日吉学習プラザ事業班チーフ

（次第）

１　開　会
２　教育長挨拶

３　案　件

　　　　
（１）平成２８年度　八尾市生涯学習センター学習プラザ事業計画について
　　　　
（２）八尾市第２次生涯学習・スポーツ振興計画について
　　　　　　　
４　その他

５　閉　会
(会議要旨)

１　開　会
２　教育長挨拶

（略）

３　案件
（１）平成２８年度　八尾市生涯学習センター学習プラザ事業計画について…資料１・２
　
○指定管理者
(資料に基づき説明)
○委員
計画全体としては、企画会議や市との協議など、努力されてこの計画を作られたと思います。そして、講座数は２７年度から２８年度にかけて５５から５７になっています。そのなかで、好評であったもの、課題があったものについて教えてください。

教育長の挨拶にもありましたが、子育てや健康について力を入れられていると思います。具体的に子育てや健康についてどのように講座のなかに活かしているのかをお聞かせ頂きたいと思います。
また、全体を通じて、ご苦労頂いた点をもう少し詳しくお教え頂けたらと思います。

○指定管理者
　好評なものとしては、コモンセンスペアレンティングなど子育てに関するものであると考えています。市民の方も子育てに関心が高く、参加されている保護者の方も熱心な方が多くいらっしゃいます。また、生涯学習センターにおきましても、他にはない特長のある講座も力を入れてやっていきたいと考えています。
　課題としては、現代的課題のような行政として市民の皆様と一緒に取り組んでいかなければならない課題に関する講座は受講者が少なく、講座の運営が難しく、収益面が不足していることが挙げられると考えています。
○事務局　
２６年度から新たな指定管理期間が始まり、指定講座、自主講座に分けて講座を行っています。指定講座に関しては、趣味的なものではなく、現代的課題や時事問題などの内容で企画し、実施するよう指定管理者に求めた次第です。年々内容も見直しがされており、また内容の幅も広くなっているということで、一定ご理解頂きたいと思います。
　指定管理者と協議していく上で、他課やNPOとの連携を図って頂きたいという話もしております。２６年、２７年、２８年と３年目になるのですが、市が求めているものに近づいていると感じております。

また、当審議会で、資格の取得できる講座が必要ではないかというご意見を頂いており、指定講座eに「就労支援　パソコン資格対策講座」ということで反映致しております。今後も当審議会で頂きましたご意見を踏まえた上で、講座の企画を検討していきたいと考えております。
○委員
　確かに、この審議会で出した意見も十分に活かして頂いております。地域的、時代的、社会的課題に配慮して講座の企画を行って頂いているという点を評価していきたいと思います。今後も市民のニーズを活かして、講座内容を検討して頂きたいと考えております。
○委員
　指定講座詳細には、対象や開催時期等が書かれていますが、時間の情報が書かれていないので、その情報が欲しいです。また、働いている人も講座の対象として設定されているのかお教えください。

○指定管理者
まだ予定段階の講座には、時間が未定なものもあります。例年好評なものは時間が決まっているものもあります。どのような時間設定になっているかと言うと、子育てに関する講座は午後になると幼稚園に通う子どもが帰宅するため、午前中に設定したり、土曜日、日曜日に設定しているものもあります。

対象者や部屋の空き状況も考慮しながら、講座の開催時間を設定しております。

○委員
　講座の開催時間は、重要な情報なので、皆さんにわかるようにお教え頂きたいと思います。

○指定管理者
市民の方には、チラシ、市政だより、ホームページに講座の日程、時間などを掲載しております。審議会の皆様にも講座の日程、時間等をお知らせできるように検討していきたいと思います。
○委員
　市も指定管理者もチラシやパンフレットを作成し、市役所の１階などに配架されたり、講

座のアピールはされていると思います。しかし、市民の方がその情報を取得することに関し
ては、まだまだ難しい部分があると思います。また、場所が遠い、不便などの課題もこの審

議会で多く議論されていると思います。
生涯学習センターでの講座だけではなく、各コミュニティセンターにおいても講座を実施するなど、手広く講座をして頂いておりますが、誰もがいつでもどこでも参加できるという訳にはいきません。課題もあると思いますので、その課題の解決に今後も取り組んで頂きたいと思います。

○指定管理者
　先ほどのご質問に関しまして、補足させて頂きます。当方は講座の詳細を掲載しております「生涯学習の本ね。」というパンフレットを作成しております。こちらも資料として配付させて頂きます。
○委員
　講座のタイトルだけでは、どうしてもターゲットや講座の狙いがわからない。時間帯の記

載があれば、そのあたりがわかりやすくなると思います。
　最終的には、働いている、働いていないに関わらず、様々な方が生涯学習の成果を発表で

きたら良いと思っています。講座の構成もそのような様々な方が受講できるようになっているのか把握するためのひとつの指標として時間の記載があれば、助かると思います。

○委員
　資料２で年間講座の応募状況について３月１日現在となっていますが、募集期間がいつからいつまでなのかお教えください。また、コミセン講座では定員の過半数に達していなければ、講座は開講しないというルールがありますが生涯学習センターではどうなのかお聞かせください。
数字的には過半数に達していなくても開講している講座があったと思いますが。
○指定管理者
こちらに掲載している年間講座は年明けから募集を開始し、フェスタかがやきの最終日である３月１３日を締切日としております。これはフェスタかがやきの発表を見てもらい、興味を持った方が応募できるようにという狙いでこの締切日を設定しております。

本日の資料は、３月１日時点ですので、まだ応募が少ない状況です。現在では、応募が増えてきておりますが、応募が少ない講座に関しましては、中止や２つのクラスを合同で開催するなどの検討をしております。

　中止の判断基準ですが、講座開催にかかる最低限の必要経費をあまりにも下回る応募数である場合は、講座の先生と相談の上、中止を検討しております。指定講座の場合は、指定管理料もありますので、最低限の必要経費を下回る応募数でも開催する場合もあります。
○委員
事業計画を見ているとシニアが参加するものが少ないと思います。各講座は年齢制限は設けられているのでしょうか。また、パソコンの講座に関しては、資格取得可能な講座が設けられたとのことなのですが、以前もお伺いいたしましたが、華道・茶道・舞踊については趣味的なものなので資格取得はやっていないとのことでしたが、現在は趣味的なものも講座の先生にお願いすれば資格取得にかかる手配を何らかの形でして頂けるのでしょうか。
○指定管理者
具体的に茶道ということであれば、受講生からの資格取得の要望が対応可能なものであれば手配をすることが出来ると思います。資格取得に関しては個々の業界で開催しているものなので、生涯学習センターで資格を取るということは難しいです。
ですので、資格を取るための対策ができるということで、eの「就労支援　パソコン資格対策講座」のように「資格対策講座」という講座名になっております。
また、講座に一定の需要があり、そのなかで資格を取りたいという声があれば、それに必要な知識を提供し、資格を取りに行って頂くということは可能です。現在はクラブでの活動となっておりますが、フラワーデザイン講座を開催していた際に、希望の受講生には資格対策として資格取得に必要な知識を学んで頂く内容で講座を行っていたこともあります。年齢制限につきましては、基本的には中学生以上としております。こども講座では年齢や学年で分けて講座を実施しております。一般の講座に関して年齢の上限は設けておりません。

（２）八尾市第２次生涯学習・スポーツ振興計画について…資料３
○事務局
(資料に基づき報告)

４　その他
○委員

  生涯学習センター講座内容を掲載しております「生涯学習の本ね。」も配布頂きましたので、皆様目を通して頂けたらと思います。市役所の１階にも市の催しや講座のパンフレットやチラシもたくさん配架されておりますし、かがやきにもチラシがたくさん配架されています。コミュニティセンターにもあります。市が取り組んでいることをどう一般市民に知って頂くか、アピールしていくかが大きな課題だと考えております。

○委員
「生涯学習の本ね。」はコミュニティセンターにも配架されていますか。

○指定管理者

　各公共施設にはチラシを含め配架依頼をしております。

○委員
　一度確認しておきます。八尾市は結構広いので、交通の便という問題はありますが、興味関心がある方は参加されると思います。
○委員
　現代的課題の捉え方は立場によって違うかもしれませんが、私はここ２年ほど子育てへの責任感が薄らいでいることを問題として捉えています。卒業式が終わってもまだ卒業証書を取りに来られない家庭があります。また、そのなかにはDVで一時保護なっている子どももいます。数としてはごくわずかですが、小中合わせると一定数存在します。この状況から鑑みると、親の子育てに関する責任という問題が存在すると思います。

　先日大阪府の入試があり、生徒が駅から電車に乗って試験会場に向かっていたのですが、そのなかで混雑する電車の中にリュックサックを背負ったまま電車に乗っていたという声を頂きました。もちろん子どもだけではなく、大人もリュックサックを背負ったまま乗車されている方もおられますが、このことから考えるとマナーや道徳的な面で教えていかなければいけないと感じています。

　先ほど申し上げました親の子育てに関する責任とマナーや道徳的な面での指導に加えて命にかかわる事件に関すること、少子高齢化、スマートフォンに関することなどの課題についても取り組んで頂けたらと思います。
○委員
　学校現場の立場から様々な現状、課題を挙げて頂きました。市として取り組んで頂けるよう十分検討をお願いしたいと思います。

○事務局

　先ほど挙げて頂きました課題と致しまして、まず家庭の教育力の低下につきましては我々も課題として認識しておりまして、計画策定の方向性の１つとして位置付けております。

次に電車乗車のマナーと致しまして、大きく捉えると交通マナーの問題として考えられると思います。幼児向けには事業者の方が直接出向いて、乗車マナーを教える取り組みがございますが、成長してからのマナーの面から考えると交通に関する現代的課題として一定取り組みが必要だと感じております。
また、高齢社会に関してですが、長寿命化により仕事をリタイアしてからの期間が長くなっています。その期間を健康で過ごせるように、生涯学習センターだけではなく、高齢福祉課などとも連携しながら、スポーツも含めて課題に取り組んでいきたいと考えております。　　　　　　　　　　


　情報社会に関してですが、タブレットにつきましては、来年度にタブレットに関連する講座を開催します。利便性とともに危険性についても周知していきたいと考えております。　　          　　　


  また、中学生も情報端末を使用するとのことですが、その点につきましては消費者教育とも関係すると思いますので、関係部署や指定管理者とも連携しながら取り組みを進めていきたいと考えております。
－1－

